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1. まえがき

木材中lζ合まれるペシトザンの合有旬:はが')20%で，セノレローズ，リグュ γに次ぐ木材

中の主成分であるが，最近，木材の化学的利用法としてこのぺシトザンを利用するため，

之を加水分解してペントーズを得，更に脱水してフルアラーノレを得る工業・が考えられ米た。

しかし之より生ずる残直はリグニン，繊維素その他よりなり，之の利用法としては，繊維

素を加水分解する，いわゆる木材桝化，或いはファイパーボード IC混入し，或いは燃料と

してボイラー熱源とする方法がある。

吾々はこのペントグシ抽出残漬を合板被着剤の矯量剤として利m可能性があるかどう
かについて二，三の試験を行ってみたので，乙とにその結果を報侍する。

尚この実験にあたり，乙の原料を提供していただいた林業指導所木材糖化研究室並び

に実験に協力して頂いた春田淑郎君，佐々木俊邦君lとj手く謝意を表します。

丹羽恒夫 J~海道立林業指導所木材部加lT研究室長
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11. 試料及び試験方法

1.試料

本試験に用いた抽出残誼は，道立林業指導所木材糖化試験工場の連続ダイグエスター

にてペシトザシを抽出した残直で，その抽出条件並びにその成分は次表の如くである。

抽出条件 樹種カパ 温度 1800C 時間 60分

残溢の成分

アルベン嫡出物| リグニン | 全還元糖
似% 16.8% 59.0% 

との残誼を風乾の上 1000Cの恒温乾燥器で乾燥，粉砕器にかけ 40メッジュの簡に通過

するものを用いた。

使用単板は林業指導所合板試験工場で切削したνナ1.3mm厚単板である。

使用接着剤は東洋高圧製尿素樹脂接着剤 TK120普及び日本ライヒホーノレド化学K.K

製石炭酸樹脂接着剤プライオーへ~ P-398である。

2. 製造方法

(1) 尿素樹脂

尿素樹脂接差剤配合は発泡法を用い，普通配合条件 (A)を基準とし，増量剤の合計が

尿素樹脂 100Iζ対し 15になる様にして，残誼の量を増減した。塗附量，圧締条件は標準の

ものを用いた。

配合条件は次の通りである。

番号|尿素樹脂|大豆粉|小麦粉|残 澄|発泡剤| 水 |硬化剤

A 100 10 5 。 1.5 50 1.0 

B 100 10 。 5 1.5 50 1.0 

C 100 5 5 5 1.5 50 1.0 

D 100 5 。 10 1.5 50 1.0 

E 100 。 5 10 1.5 50 1.0 

F 100 。 5 15 1.5 50 1.0 

G 100 。 。 15 1.5 50 1.0 

E 100 。 。 20 1.5 50 1.0 

発泡剤はネオソープ，硬化剤は塩化アンモンを用いた。

塗附量は 24g/尺冷圧10kg/cm九1.5時間後熱圧した。熱庄は 7kg/cm2で，庄締温

度は 110
0
，1200， 1300， 1500Cの4段階，圧締時間2，3，4，5分の4種とした。
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石炭酸樹脂(2) 

石炭酸樹脂接着剤の配合は次の通りで，樹脂100に対し増量剤計10となる様配合し，

更に残撞のみ 15-20迄増量してみた。

水澄残小麦粉石炭酸樹脂号

20 。10 10J 

20 5 5 100 

20 5 。100 

20 10 。100 

番

A

B

C

D

E

F

 

30 15 。100 

40 20 。100 

塗附量は40gj尺九冷圧10kg/cm九1.5時間後，熱圧した。熱庄は7kgjcm2で，圧締

温度は 130
0，1400， 1500， 160cCの4段階，圧締時聞は2分-7分迄とした。

試験方法3. 

以上の製造条件lとより作製した合板より，常法通り試験片をとり尿素樹脂接着剤lとよ

日本農林規格II類の耐水接着力試験法により 630士30Cの恒温水槽にて浸漬後るものは，

楼着カ試験を行った。

石炭酸樹脂接着剤によるものは， 日本農林規格I類の耐水接着力試験法により沸騰水

(JJω。c)中lζ3時間浸漬後冷水中lζ1時間浸潰し，濡れたままの状態で接若力試験を行った。

使用試験機は森試験機製作所製オノレゼジ型引張試験械を用い，引張速度は 13mmjmin

である。

試験結果及び考察

原葉樹指接着剤増量剤として使用した場合

尿素樹脂接着剤lζ残・直を配合したときのII類耐水接着力は第1表~第4表l乙示す通り

111. 

1 

である。
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試験番号|

i 尿
A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

第 1表 熱圧温度 1100Cのときの耐水接着力

接 着剤

素|大豆粉|小麦粉 l残
100 10 5 。
100 10 。 5 

100 5 5 5 

100 5 。 10 

10J 。 5 10 

100 。 5 15 

100 。 O 15 

100 。 。 20 

耐 水 接

A 
に3

澄|発泡剤! 水

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

1.5 50 

着 カ kgfcm2 

|硬化剤

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

分

I-~~i 分 1~~ I分 Ift~ i分最高|最低 l平均 最高|最低 l平均 最高|最低|平均 最高|最低|平均
A I 12.00 7.201 9.54 17.60 10.08 11.76 15.20 10.08 11.92 12.80 5.68 9.131 

B 17.76 13.44 1 11.23 12.96 8.80 10.37 12.96 9.44 11.55 12.80 8.56 11.07 

C 16.00 6.40 10.53 10.94 15.04 8.16 11.65 15.20 10.32 12.43 

D 10.24 7.20 8.42 9.361 7.04 8.18 12.16 8.∞ 9.97 11.60 8.80 10.32 
E 10.40 7.68 8.64 13.20 9.04 11.52 12.96 7.76 10.34 12.80 8.24 10.65 

F 14.00 11.52 12.99 18.64 12.64 14.93 18.72 13.04 14.24 13.20 11.12 12.46 

G 17.60 11.20 14.75 15.36 9.76 13.94 15.84 11.20 14.11 14.56 9.60 12.48 

H 則 61 山 01 13.12ω2 8.40 10.50 12.∞ 9.23 10.50 16.32 13.60 14.45 

註 策2表~第4表の誌験番号の配合条件は第1表と同じである。

試問 I~~I 五五行瓦|最高 1 最低「叫最高 1 最低「ー i ぷ最低「平均
A 13.04 8.32 問問 8判11.901 17.76 1 9.60卜2.38 12.72 7.04 9.94 
B ; 1~.52 9.36 1 11.23 1 15.20 1 1O.64! 12.51 I 14.08 1 10.08 i 12.08 18.88 12.40 14.叩

C ! 14.88 8.56 10.48 14.40 9.28 11.06 13.36 8.801 11.04 14.00 8.80 11.68 

D l'O.88 7.20 9.60 12.16 8.80 10.38 12.40 9.521 10.98 13.92 9.60 11.22 

E 9.36 4.40 7.20 8.56 5.52 7.20 11.60 7.84 9.71 11.12 8~∞ 9.17 

F 16.48 I 12.40 1 13.97 1 16.72 I 13.28 1 14.85 I 16.16 1 12.64 1 14.03 16.00 12.48 13.74 

G 16.80 9.92 I 13.62 1 18.00 1 11.20 I 15.23 1 16.00 1 13.92 1 14.90 17.12 11.20 13.41 

H 15.20 i 10.24 13.26 i 15.52 11.60 I 13.38 1 15.04 1 11.52 1 13.66 12.24 8.00 9.55 
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第 3表 熱圧温度 1300Cのときの耐水接着力

耐 水 接 着 カ kg/cm2 

裁験番号
分

I~~ I分 I~~ I分 I~r.t I分最高|最低|平均 最高|最低|平均 最高|最低|平均 最高|最低|平均

A 14.24 8.96 10.66 17.60 10.80 13.97 19.14 11.20 14.91 17.76 11.54 13.33 

B 15.52 12.00 14.48 18.56 12.<狗 14.34 16.(ゆ 8.16 12.40 13.40 9.36 10.74 

C 13.76 9.20 10.43 18.00 12.80 15.73 15.20 9.60 12.61 15.60 7.36 11.65 

D 15.40 11.20 12.62 10.88 8.34 9.76 14.64 11.68 13.12 15.20 9.20 12.72 

E 16.00 13.40 14.67 15.76 10.96 12.加 14.74 11.54 13.01 14.96 10.80 13.30 

F 13.60 10.88 12.11 18.16 11.20 14.38 14.08 10.56 12.‘35 12.96 9.28 11.57 

G 18.00 I 11.84 14.32 I 18~ω 13.28 15.49 14.80 14.08 9.36 12.21 

H 13.781 18.16 14.40 16.16 17.36 I 11.76 14.67 13.60 9.04 11.26 

第 4表 熱圧温度 1500Cのときの耐水接着カ

耐、 水 接 着 力 kg/cm2 

試験番号
2 分

I~~ i分 I~~ i分 I~~ì 分最高(最低|平均 最高|最低|平均 最高|最低|平均 最高「主:副議均一

A 8.64 4.64 6.91 14.24 10.00 12.02 16.72 11.20 13.12 15.04 9.12 12.60 

B 18.00 9.76 13.28 18.56 12.80 15.22 11.60 8.00 9.09 12.08 6.64 9.71 

C 15.52 11.60 13.49 15.04 9.44 10.80 10.96 7.20 9.33 10.00 6.00 8.32 

D 14.72 11.44 13.23 14.72 .12.00 13.17 14.72 8.48 12.96 10.40 8.48 9.20 

E 10.40 7.60 8.98 13.28 7.60 10.85 12.56 8.16 10.51 17.60 11.20 13.63 

F 17.12 12.80 15.12 14.40 11.12 12.99 13.04 10.40 11.60 14.40 9.76 12.42 

G 15.20 11.68 13.88 18.72 7.20 13.41 17.44 6.40 10.77 13却 9.04 10.93 

E 15.92 10.56 12.93 15.20 10.80 12.61 13.20 7.68 10.72 14.80 9.92 12.82 

尿素樹脂接着剤lζ於いては水以外の増量計が 15となる様にして試験したのであるが，

残撞を混入しでも特別な傾向は見られないが，比較的低温である 1100，1200Cでは D，E 

の配合，即ち残澄 10と大豆粉若しくは小麦粉5を混入したものが弱く，却て残澄のみ若し

くは残澄の混入の多い方が強い。 130
0
，150

0Cでは傾向は認められない。又残涯を 20以上

入れることは好ましくない様である。

2. 石炭酸樹接着剤へ増量剤として混入した場合

l 石炭酸樹脂接着剤に残、直を配合した時の I類耐水接着力は第5表~第8表lζ示す通り

である。
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第 5袋 熱圧温度 130"Cの時の耐水接着力

持品|接着剤配合 | 耐 水 接『着 カ kg/巴m2

器1~9t悪|富麦1:1 水|詰1 最低?平均 l 最高?最低千平均 l íR ~1最品均|ーに土包L
。 10.州12.77!ω8 制 11.37115.60 9.12 11.84 15.52 9.84 13;偲

BI10015 5 201 14.72 960Mi13却 8.56 10.86115.04 9.伺 11.63 17.28 10;佃 14.as 

CI100iO 5 20 I 10.24 …11プ10.24111.60 8.00 9.60 13.12 8却 10.46 D I 100 I 0 10 201 14.80 7.20 1 10.46 I 11.36! 9:20 10.21115.20 8.32 12.16 10.40 8.48 9.39 

E 1 100 ! 0 15 301 14.96 10.48 I 12.96 I 15.04 I 10.40 12.59112.48 6.40 10.3B 12.64 7.60 10.∞ 
F 1 100 1 0 20 40 I 10.96 7.20 I 9.44 1 13.92 I 10.40 11.82.110.00 6.00 8.53 10.40 7.20 9.17 

註 第6表~第8表の誠験番号の配合は第5表と同じである。

第 6表 熱圧温度 1400Cの時の耐水接着力

| 耐水接着力 kg/cm2

誠験番号 2 分 3 分 4 分 5 分
|最高 l 最低|平均|最高|最低 l 平均|最高 1 最低 1 平均 l 回~ ，回目 f ~r; 

A a凶 a回 8.05 14.'ω 9.28 10.93 15.20 10.40 13.44 14.00 9.20 11.17 
B 12.ユ61 8.72 10.11 12.64 9.60 10.64 11.36 8.32 9.60 14.40 8.1ω 9.71 
C 14.40 I 10.00 12.22 16.40 8.96 14.05 14.72 8.64 13.01 15.36 8.32 12.10 

D 9.76 I 4.80 7.10 10.80 4.80 8.46 12.48 8.u0 10.46 12.80 9.12 10.88 

E 13.92 9.60 11.04 14.40 8.00 11.28 12.48 10.00 11.23 14.64 8.'部 10.37 

F 8.16 4.00 6.32 9.20 5.60 7.89 10.80 6.40 8.64 12.00 7.60 9.97 

第 7表 熱圧温度 1500Cの時の耐水接着力

kg/cm2 

分 分 5 分誠験番号|一一 2
最高 1 最低|平均|最高!最低 1平均

耐水接 P着力

最高|最低吋百¥ l\i~ ~ I l\i~ ~分 4最低 1平均

A 13.44 9.84 10.64 12.59 16.80 10.24 14.62 16.40 9.44 12.32 

B 15.20 9.60 11.46 15.12 9.76 12.59 14.00 11.20 12.82 17.12 11.20 13.04 

C 15.36 8.64 12.29 15.60 s.56 13.31 15.20 8.16 12.叩 14.00 8.16 9.58 

D 10.80 7.04 9.46 10.96 8.32 9.14 13.60 9.60 11.34 16.32 8.80 12.32 

E 14.24 8.16 11.55 12.80 8.96 10.70 11.76 10.16 10.86 12.00 10.40 11.12 

F 11.20 9.28 10.11 11.76 10.40 11.33 12.96 7.68 10.98 11~84 8.'∞ 9.87 

第 8表 熱圧温度 1600Cの時の耐水接着力

| 耐水接着力 kg/cm2

試験番号|最高1最低信五|最高1最低?平均|最高?最低?平均 ¥l¥i;g ~二分ー
A 10.88 9..28 10.13 14.24 10;80 12.10 14.40 11.60 12;96 12.29 

B 13.92 9.28 10.77 16.00 11.36 13.31 14.72 11.36 13.49 17.601 13.60 14.93 

C 16.16 11.36 14.27 18.40 14.24 16.29 17.76 10.40 15.46 12.321 10.56 11.34 

D 18.40 13.12 15.22 17.76 12.32 15.02 14.40 9.92 12.67 14.56 10.88 13.04 

R 12却 9.60 10.75 11.36 8.80 10.05 12.80 8.64 10.93 17.60 12.00 14.83 

F 11.52 10.88 山 4¥立ω 8.00 10.13 15.36 8.64 12.66 15..36 11.40 13.10 
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石炭酸樹脂に小麦粉増量を10とし，之に残誼を加え計10となる様，小麦粉，残撞を

増減し，更に残澄のみを5，..，.20の範囲iこ変化させたが，残澄15以上になると粘度が高いの

で水を多少多くした。

この結果によると 1400，1500C Iこ於いては大差ないが，多少残、直の多い方が接着力は

低下する様である。 1600Cに於いては差がない。何れにしても残澄20以上は低下する様で

ある。

両樹脂共に従来の増量剤の範囲で抽出残、査は増量剤として，従来のものと同様に使い

得ることが出来ると推察される。

IV.摘要

試験結果の検討から次の事が推察された。

抽出残、直を尿素樹脂及び石炭酸樹脂接若剤の増量剤として，他の増量剤と同様使い得

ることが分った。文今回の残誼は 40メッνュ舗を通過したものであり，更に細かい粒子に

ついて検討中である。

Summary 

Some suitable fillers and extenders are generally used to reduce the cost of the 

resin-glue mix. The experiments described above indicate that milled wood from 

which pentosan had been extracted can be used as an extender as well as other 

materials， adding to the adhesive such materials as urea or phenol resin. 

Though in this test use was made of milled wood tassed through a 40 mesh 

sieve、Inthe future， it is proposed to experiment using smaller milled wood. 


